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平成 30年 6月 15日（第 118号）

　

５
月
23
日
㈬
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
皆
さ

ん
を
対
象
と
し
た
、料
理
教
室
（
シ
ル
バ
ー
ク
ッ

キ
ン
グ
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

健
康
長
寿
を
実
践
す
る
に
は
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
を
摂
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

独
り
暮
ら
し
の
場
合
は
、
と
か
く
残
り
物
や
簡

単
な
も
の
で
済
ま
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
こ

う
し
た
食
生
活
に
、
健
康
長
寿
に
効
果
が
あ
る

メ
ニ
ュ
ー
を
加
え
て
頂
く
よ
う
、
社
協
で
は
食

生
活
改
善
推
進
協
議
会
と
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

女
性
部
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、

年
２
回
シ
ル
バ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
『
フ
レ
イ
ル
』
の
予
防
を
テ
ー
マ
に

し
た
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
『
フ
レ
イ
ル
』
と
は
、
心
身
機
能
、
生
活

機
能
（
生
活
行
為
を
営
む
能
力
）、
社
会
的
機
能

（
孤
立
せ
ず
に
社
会
と
つ
な
が
る
意
欲
と
行
動

力
）
が
徐
々
に
低
下
し
て
、
要
介
護
状
態
に
近

づ
く
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

要
介
護
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
体
力
、
社

会
参
加
、
栄
養
に
気
を
使
う
こ
と
が
フ
レ
イ
ル

を
防
ぐ
３
本
の
柱
に
な
り
ま
す
。
こ
の
日
は
、

そ
の
た
め
の
栄
養
素
（
特
に
た
ん
ぱ
く
質
）
を

多
く
含
ん
だ
食
材
を
使
っ
た
、
鯛
ご
飯
や
、
春

菊
と
人
参
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
和
え
、
根
菜
の
け
ん

ち
ん
汁
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

村
管
理
栄
養
士
が
フ
レ
イ
ル
と
栄
養
に
つ
い

て
の
講
義
を
行
い
、
実
際
に
調
理
を
し
な
が
ら

手
順
を
説
明
し
た
後
、
班
ご
と
に
調
理
を
開
始
。

そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
分
担
し
て
作
業
を
す
る
と
、

次
々
に
料
理
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
お
喋
り
を
し
な
が
ら
、
出
来
上
が
っ

た
料
理
を
み
ん
な
で
お
い
し
く
食
べ
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

独り暮らし高齢者の料理教室

社協だよりは、赤い羽根共同募金の
配分金で発行されています。
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社
協
主
催

  
戦
没
者
慰
霊
法
要開催

各
種
団
体
総
会
開
催

高山村遺族会高
山
村老人

ク
ラ
ブ
連
合
会

高
山
村

身
体
障
害
者
福
祉
協
会

松
の
湯
倶
楽
部
遠
足

　

４
月
20
日
㈮
、
高
山
中
学
校

体
育
館
駐
車
場
入
り
口
に
あ
る

「
忠
魂
碑
」
に
於
い
て
、
戦
没

　

４
月
20
日
㈮
、
高
山
村
役
場
に
於

い
て
、
高
山
村
遺
族
会
定
期
総
会
が

平
成
30
・
31
年
度
高
山
遺
族
会
役
員

会
　
長
　
　
　
　
宮
前
　
米
彦

副
会
長（
会
計
）　
坪
井
林
一
郎

副
会
長
　
　
　
　
渋
谷
　
一
三

副
会
長
　
　
　
　
越
　
　
昭
雄

女
性
部
長
　
　
　
渋
谷
　
和
枝

女
性
副
部
長
　
　
清
水
　
和
代

監
　
事
　
　
　
　
藤
沢
　
　
靖

監
　
事
　
　
　
　
涌
井
　
久
子

　

５
月
15
日
㈫
、
第
58
回
高
山
村
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
役
員
改
選
の
年
で
、
開
会

　

４
月
24
日
㈫
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
於
い
て
、
平
成
29
年
度
高
山

村
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
小
布
施
町

公
民
館
に
場
所
を
移
し
て
、
上
高
井

郡
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
の
湯
倶
楽
部
で
は
、
須
坂

市
の
「
世
界
民
族
人
形
博
物
館
」

へ
春
の
遠
足
に
出
掛
け
て
き
ま

し
た
。

　

菖
蒲
の
節
句
を
テ
ー
マ
に
飾

ら
れ
た
、
一
五
段
二
五
〇
体
の

武
者
人
形
の
圧
倒
的
な
迫
力

に
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
驚
か

れ
て
い
ま
し
た
。

　

お
昼
は
市
内
の
「
お
い
し
い

広
場
」
に
あ
る
和
食
の
お
店
で

好
き
な
も
の
を
注
文
し
、
天
候

に
先
立
ち
新

た
に
選
出
さ

れ
た
役
員
の

紹
介
の
ほ
か
、

全
国
的
に
老

人
ク
ラ
ブ
の

会
員
が
減
少

す
る
中
、
チ
ャ
オ
ル
で
、
地
区
を
超

え
た
集
ま
り
で
月
２
回
体
操
を
行
う

「
元
気
友
の
会
」

を
、
老
連
加
入

に
導
い
た
内
山

幸
一
前
老
連
会

長
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
２
部
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

平
成
30
・
31
年
度
高
山
老
連
役
員

会
　
長
　
　
　
　
藤
沢
　
一
實

副
会
長（
会
計
）　
木
山
　
章
次

副
会
長（
体
育
）　
涌
井
　
重
作

副
会
長（
教
養
）　
戸
田
　
富
雄

副
会
長（
女
性
）　
松
本
　
和
子

女
性
副
部
長
　
　
勝
山
ま
き
子

監
　
事
　
　
　
　
内
山
　
　
一

監
　
事
　
　
　
　
関
谷
　
勝
吉

前会長へ感謝状の贈呈

演奏に合わせみんなで合唱

人形博物館の武者人形飾り

会
　
長
　
　
　
　
小
林
　
誠
二

副
会
長
　
　
　
　
福
本
　
　
健

副
会
長（
会
計
）　
宮
川
百
合
子

監
　
事
　
　
　
　
毛
利
　
洋
子

監
　
事
　
　
　
　
一
柳
　
清
彦

開
催
さ
れ
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
で
選
出
さ
れ
た
宮
前
会
長
か

ら
、
過
日
行
わ
れ
た
理
事
会
で
承
認

さ
れ
た
、
前
年
度
決
算
並
び
に
事
業

等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

で
は
、
マ
マ
さ
ん
バ
ン
ド
「
お
た
ま

じ
ゃ
く
し
須
高
支
部
」
の
皆
さ
ん
に

よ
る
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
が
行

わ
れ
、
知
っ
て
い
る
曲
が
流
れ
る
と
、

配
布
さ
れ
た
歌
詞
カ
ー
ド
を
見
な
が

ら
み
ん
な
で
合
唱
。
会
場
が
一
体
と

な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

者
慰
霊
法
要
を
執
り
行
い
ま
し

た
。

　

昨
年
ま
で
は
、
高
山
村
遺
族

会
が
主
催
し
て
行
な
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
高
齢
化
等
に
よ
り

会
員
の
減
少
が
続
き
、
近
い
将

来
、
会
で
は
慰
霊
法
要
を
行
え

な
い
恐
れ
が
出
て
き
た
た
め
、

数
年
前
か
ら
社
協
に
相
談
が
あ

り
、
須
坂
市
や
小
布
施
町
の
状

況
も
参
考
に
す
る
中
で
、
今
年

か
ら
社
協
が
主
催
と
な
っ
て
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

雲
一
つ
な
い
快
晴
の
も
と
、

淨
教
寺
の
副
住
職
に
よ
る
読
経

が
流
れ
る
中
、
社
協
会
長
の
内

山
村
長
が
最
初
に
焼
香
し
、
順

次
遺
族
会
の
皆
さ
ん
が
焼
香
を

済
ま
せ
、
滞
り
な
く
法
要
を
執

り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

に
も
恵
ま
れ
、
楽
し
い
遠
足
と

な
り
ま
し
た
。

平成30年度役員
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５
月
11
日
㈮
、
社
協
が
主
催
す

る
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利

用
す
る
子
ど
も
た
ち
と
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
世
代
間

交
流
事
業
と
し
て
、
チ
ャ
オ
ル
フ

ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
前
で
「
さ
つ
ま

芋
の
苗
植
え
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
前
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
皆
さ
ん
が
、
畑
を
耕
し
、

畝
立
て
を
し
た
と
こ
ろ
へ
ビ
ニ
ー

ル
の
黒
マ
ル
チ
を
被
せ
て
準
備
を

し
て
い
た
だ
き
、
当
日
は
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
穴
を
あ
け
た
マ
ル

チ
に
、
さ
つ
ま

芋
が
た
く
さ
ん

生
る
よ
う
植
え

る
角
度
を
考
え

な
が
ら
、
1
本

ず
つ
丁
寧
に
植

え
て
行
き
ま
し

た
。

　

植
え
終
わ
っ
た
後
は
、
し
っ
か

り
根
付
く
よ
う
ジ
ョ
ー
ロ
で
た
っ

ぷ
り
と
水
を
や
り
ま
す
が
、
子
ど

も
た
ち
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
水
や
り
を
す
る
こ
と
が
、
こ
と

の
ほ
か
気
に
入
っ
た
よ
う
で
す
。

　

秋
に
は
、
収
穫
し
た
芋
で
焼
き

芋
が
で
き
れ
ば
、
と
期
待
を
膨
ら

ま
せ
て
苗
の
成
長
を
見
守
っ
て
行

き
ま
す
。

通
所
介
護
事
業
所（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

管
理
者
　
善
哉
　
容
子

　

社
協
に
入
所
し
て
早

く
も
22
年
目
。
12
年
ぶ

り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
戻
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ご
利
用
者
様
、
ご
家
族
様
に
笑
顔

で
過
ご
し
て
頂
け
る
場
所
で
あ
り
続
け
る
よ

う
、
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

世代間交流
「さつま芋苗植え」

各事業所の管理者が変わりました

今年度新たに採用した
職員を紹介します

居宅介護支援事業所
青木　公二

①埼玉県
②子どもが二人いる
ので、子どもが喜ぶ
場所が沢山あって良
いですね。

質問①出身地はどこですか？
質問②高山村の良いところは？

事務局兼居宅介護支援事業所
田中　祐樹

①長野市
②温泉がいくつもあ
り、色々な温泉が楽
しめて良いですね。

訪問介護事業所兼松の湯倶楽部
関　久仁子

①須坂市
②緑が豊かで癒され
ます。先日水を張っ
た田んぼに映る夕陽
がとてもきれいでし
た。

通所介護事業所(デイサービスセンター)
永井　圭太

山㟢　　祐
たすく

①飯綱町
②就職して２ヶ月、
村民になって１ヶ
月、素敵な人に沢山
出会いました。

①高山村
②春の桜に秋の紅
葉、冬はウィンター
スポーツも楽しめ
るスキー場もあり
ます。

松
の
湯
倶
楽
部

管
理
者
　
遠
山
　
美
希

　

松
の
湯
倶
楽
部
で
は
、
利
用

者
の
皆
さ
ま
が
ご
自
身
の
能
力

を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、

楽
し
く
過
ご
し
て
頂
け
る
よ
う
、

歌
や
ゲ
ー
ム
、
お
や
つ
作
り
な
ど
色
々
な
メ
ニ
ュ
ー

を
取
り
入
れ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
様
は
も
ち
ろ
ん
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
も
楽
し

く
過
ご
せ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

管
理
者
　
小
林
　
理
恵

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
で
は
、

今
年
度
新
し
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

を
迎
え
、
男
性
２
名
女
性
２
名
体

制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
様
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
く
ら
し
続
け
る
た

め
に
、
介
護
福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
、
社
会
福
祉
主
事
、

相
談
支
援
専
門
員
、
調
理
師
、
保
育
士
等
の
資
格
を
活

か
し
、
様
々
な
視
点
か
ら
、
寄
り
添
い
支
え
て
行
け
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

訪
問
介
護
事
業
所

管
理
者
　
久
保
田
　
恵

　

訪
問
介
護
は
、
ご
自

宅
に
伺
い
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
プ
ラ
ン
に

沿
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
さ
せ
て
い
た
だ
く
仕
事
で
、
利
用
者
の
皆

様
に
寄
り
添
う
介
護
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
共
々
先
輩
方
の
志
を

大
切
に
し
て
、
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く

サ
ー
ビ
ス
を
心
が
け
て
行
き
ま
す
の
で
、
ご

利
用
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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７ 月、８ 月
日 曜日 行政区名 日 曜日 行政区名
1 日 中原、なかひら 17 火 水中、久保
2 月 宮関、荻久保 18 水 赤和、荒井原
3 火 蕨 平、 天 神 原、 温 泉 19 木 紫、緑ヶ丘
4 水 千本松、新堀、堀之内 20 金 牧、福井原
5 木 水中、久保 21 土 二 ツ 石、 松 南、 黒 部
6 金 牧、福井原 22 日 駒場、松原
7 土 赤和、荒井原 23 月 桝形、三郷
8 日 紫、緑ヶ丘 24 火 中原、なかひら
9 月 二 ツ 石、 松 南、 黒 部 25 水 宮関、荻久保

10 火 駒場、松原 26 木 蕨 平、 天 神 原、 温 泉
11 水 桝形、三郷 27 金 千本松、新堀、堀之内
12 木 中原、なかひら 28 土 水中、久保
13 金 宮関、荻久保 29 日 赤和、荒井原
14 土 蕨 平、 天 神 原、 温 泉 30 月 紫、緑ヶ丘
15 日 障がい者の皆さんの利用日 31 火 二 ツ 石、 松 南、 黒 部
16 月 千本松、新堀、堀之内  

日 曜日 行政区名 日 曜日 行政区名
1 水 駒場、松原 17 金 蕨 平、 天 神 原、 温 泉
2 木 桝形、三郷 18 土 千本松、新堀、堀之内
3 金 牧、福井原 19 日 障がい者の皆さんの利用日
4 土 中原、なかひら 20 月 水中、久保
5 日 宮関、荻久保 21 火 赤和、荒井原
6 月 蕨 平、 天 神 原、 温 泉 22 水 紫、緑ヶ丘
7 火 千本松、新堀、堀之内 23 木 二 ツ 石、 松 南、 黒 部
8 水 水中、久保 24 金 牧、福井原
9 木 赤和、荒井原 25 土 駒場、松原

10 金 牧、福井原 26 日 桝形、三郷
11 土 紫、緑ヶ丘 27 月 中原、なかひら
12 日 二 ツ 石、 松 南、 黒 部 28 火 宮関、荻久保
13 月 駒場、松原 29 水 蕨 平、 天 神 原、 温 泉
14 火 桝形、三郷 30 木 千本松、新堀、堀之内
15 水 中原、なかひら 31 金 水中、久保
16 木 宮関、荻久保

平成 30年７月 平成 30年８月

長
野
県
長
野
生
活
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ま
い
さ
ぽ
信
州
長
野
」
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

県
で
は
、
生

活
や
就
労
な
ど

で
お
困
り
の
方

を
対
象
に
、
関

係
機
関
と
連
携

し
て
総
合
的
な
支
援
を
行
う
「
長
野

県
長
野
生
活
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
“
ま

い
さ
ぽ
信
州
長
野
”」
を
平
成
27
年
度

に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

高
山
村
で
も
、
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
内
社
協
窓
口
に
お
い
て
「
ま

い
さ
ぽ
出
張
相
談
所
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
す
。
な
お
、
県
の
相
談
員
は

常
駐
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
電
話
で
予
約
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

ま
い
さ
ぽ
出
張
相
談
所

（
高
山
村
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

場
所　

高
山
村
牧
１
３
０-

１

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
チ
ャ
オ
ル
）
内

☎
２
４
２
―
１
２
２
０

（
休
日
を
除
く
月
～
金
８
：
30
～
17
：
15
）

ま
い
さ
ぽ
信
州
長
野

　

場
所　

長
野
市
若
里
３-

10-

31

大
幸
ビ
ル
２
Ｆ

☎
２
６
７
―
７
０
８
８

（
休
日
を
除
く
月
～
金
９
：
30
～
17
：
00
）

　

高
山
村
社
会
福
祉
協
議
会（
以

下
、
社
協
）
で
は
、
社
会
福
祉

法
第
１
０
９
条
に
基
づ
き
地
域

福
祉
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま

で
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
た

い
」
と
い
う
願
い
を
叶
え
る
た

め
に
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
を
充
実
さ
せ

る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
活
動
を
継
続
し
充

実
し
て
い
く
た
め
に
、
本
年
も

１
世
帯
１
、
０
０
０
円
の
「
社

協
会
費
」
を
、
区
長
さ
ん
を
通

じ
て
７
月
末
ま
で
に
納
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
芳
志

　
ご
寄
付
に
対
し
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
29
年
度
区
長
会
　
様

金　

１
１
，
０
０
０
円

高
山
村
商
工
会
女
性
部
　
様

　

タ
オ
ル
・
雑
巾　

80
枚

社
協
会
費
納
入
のお願

い

会　
　

長　
　
　

内
山　

信
行

副 

会 

長　
　
　

藤
沢　

敏
和

副 

会 

長　
　
　

牧　
　

輝
夫

常
務
理
事　
　
　

牧　
　
　

武

理　
　

事　
　
　

松
本　
　

茂

理　
　

事　
　
　

山
﨑
マ
ル
ミ

理　
　

事　
　
　

西
澤　

堅
治

理　
　

事　
　
　

藤
沢　

一
實

理　
　

事　
　
　

小
林　

誠
二

理　
　

事　
　
　

山
田
麻
記
子

理　
　

事　
　
　

山
崎　

敏
子

理　
　

事　
　
　

松
本　

和
子

監　
　

事　
　
　

中
村　

義
忠

監　
　

事　
　
　

松
本　

壽
治

評 

議 

員

日
向　

健
二　
　

久
保
田　

守

千
葉
惠
里
子　
　

澁
谷
恵
津
子

関
谷
小
一
郎　
　

黒
岩　

道
子

黒
岩
久
美
子　
　

宮
前　

米
彦

山
野
井
富
子　
　

山
嵜　
　

泉

望
月
美
智
子　
　

山
岸　

弘
子

黒
岩　

隆
三　
　

佐
藤　

和
男

社
協
役
員
の
紹
介

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

※
熱
中
症
予
防
の
た
め
７
月
～
９
月
ま
で
無
料
開
放
し
ま
す
。

平成29年度区長会様

※上記の曜日以外にもご利用いただけますので希望される場合には、社協事務局までご連絡ください。


